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４　インストール

４．１　SWG７３発注側サーバ

４．１．１　はじめに

「航空機業界進捗管理システム」をインストールする為の手順を明確にする。
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４．１．２　準備

インストール時に必要事項を以下に列記する。

（１）環境設定

１章の環境設定により、設定

（２）媒体の準備

以下の媒体を準備する。

防衛調達ＣＡＬＳ　進捗管理システム　サーバ用ＣＤ－ＲＯＭ
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４．１．３　作業手順

 

以下の手順は、基本的な UNIXコマンドを熟知しているものとして記述してある。
又、本文中での表記規則は、以下の通りである。

表記規則 内容

# サーバ上でのコマンド入力（ルートユーザ）

% サーバ上でのコマンド入力（一般ユーザ）

（１）ユーザの設定

以下のユーザ及びグループを設定する。

ユーザアカウント グループアカウント

webuser webuser,ftpuser
ftpuser webuser,ftpuser

（A） ルートユーザでログインする。

（B） コマンドラインより、グループを作成するコマンドを実行する。

#groupadd -g 501 webuser
#groupadd -g 502 ftpuser

（C） コマンドラインより、ユーザを作成するコマンドを実行する。

#adduser webuser -u 600 –g  webuser -G ftpuser –s /bin/csh
#adduser ftpuser -u 501 -g ftpuser –G webuser

＊ 発注側クライアント用ユーザは、ＦＴＰによりサーバのデータを

取得するため、新規にユーザＩＤを設定する場合は、webuserの所有する
フォルダーのアクセス権が必要となる。
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（２）サーバ用プログラムのインストール

（A） ルートユーザでログインする。

（B） ＣＤ－ＲＯＭをマウントする。

#mount /dev/cdrom /mnt/cdrom

（C） ＣＤ－ＲＯＭよりインストール用コマンド及びインストール用アーカイブフ
ァイルを任意のディレクトリにコピーする。

#cd /tmp/
#cp /mnt/cdrom/* ./

（D） インストールコマンドファイルを実行する。

#./inst_wg73

（E） ＣＤ－ＲＯＭのマウントを解除する。

#umount /mnt/cdrom

（３）発注側サーバ情報の登録

       サーバアクセスキーとともにＸＭＬファイルに書き込まれ、受注側へ配布
       される発注側サーバの名称、ＵＲＬを登録する。

   （Ａ） ルートＩＤでサーバに LOGONする。

   （Ｂ） /home/wg73/env/server_env.xml  を編集で開き内容を修正する。
             項目： Server-code ――――――――変更しないでください。

Server-URL ――――――――サーバのＵＲＬに修正
Server-name ――――――――サーバ名称に修正
Server-admin-mail-address －未使用
Server-history ――――――――変更しないでください。
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４．２　SWG７３発注側クライアント

４．２．１　準備

（１）媒体の準備

以下の媒体を準備する。

防衛調達ＣＡＬＳ　進捗管理システム　ＣＤ－ＲＯＭ

４．２．２　インストール

ＣＤ－ＲＯＭより、

¥LoadModule¥ClientH¥SWG73 発注側ｸﾗｲｱﾝﾄ.mde

ファイルを任意のディレクトリにコピーする。
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４．３　SWG７３受注側クライアント

４．３．１　準備

（１）媒体の準備

　　受注側クライアントセットアップ用ＦＤ（またはＣＤ－ＲＯＭ）を準備す

る。
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４．３．２　作業手順

（１）受注側クライアントセットアップ用ＦＤの１枚目をＦＤ装置にセット（ＣＤ－

ＲＯＭの場合はＣＤ装置にセット）しＳｅｔｕｐ．ｅｘｅを実行する。実行中

は次の画面が表示されます。

（２）受注側クライアントセットアップ用ＦＤの２枚目以降のセット指示に従いＦＤ

の交換を行う

（ＣＤ－ＲＯＭの場合は表示されません）
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（３）セットアップ確認画面でＯＫをクリックする
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（４）セットアップボタンをクリックする。

　　　　　　セットアップボタン
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（５）実行中は次の画面が表示されます。
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（６）ＯＫボタンをクリックしセットアップを完了させます。


